最近のシャンソン情報№５１（リーヌ・ルノーLine Renaud）

・リーヌ・ルノーLine Renaud、アルバム「Rue Washington」リリース　　　　２０１０．１１

リーヌ・ルノーLine Renaudのアルバム「Rue Washington／ワシントン通り」が１１月８日Warner社からリリースされた。 Renaud は１９２８年北フランス、リール近郊生まれの歌手、女優。地元ののど自慢大会で優勝し、カフェなどで歌う。４５年パリに。２０歳年長で当時すでに著名な作曲家であったルイ・ガステLouis Gasté（愛称 Loulou）の知遇を得、Gastéの作曲により多くのヒット曲を生んだ（二人は１９５０年結婚、９５年Gasté死去）。４９年「Ma cabane au Canada／私のカナダの小屋」でACC大賞を受賞。５０年ABCにスターとして出演。５４年ボブ・ホープの招きでアメリカへ。アメリカでも大好評。５９年から６４年まで カジノ　ド　パリに１０００回以上出演。６８年から５年間アメリカ、ラス　ヴェガスなどで活躍。７６年危機に瀕していたカジノ　　ド　パリを救う４年間のレヴユー「Paris-Line」に出演。５１年から映画に、７０年代女優としてTVに、８２年からは演劇に挑戦。いずれの分野でも高い評価を受けている。また、社会問題にも深い関心を持ち、「Sidactin／エイズに対して行動を」協会の副会長などを務めている。ヒット曲は他に、「Ma petite folie／私のかわいいおばかさん」、「Etoile des neiges／雪の星」、「Le bal aux Baléares／ バレアルの舞踏会」、「Tire l’aiguille／針仕事に精をお出し」、「Le chien dans la vitrine／ワンワンワルツ」。
３１年振りと言われる今回のアルバム「Rue Washington」には当代を代表するシンガーソングライター、作詞家、作曲家：クリストフ・マエChristophe Maé、グラン　コール　マラッドGrand Corps Malade、マルク・ラヴォワヌMarc Lavoine、ジュリアン・クレールJuｌien Clerc、アダモAdamo、ミシェル・デルペッシュMichele Delpech、アラン・シャンフォールAlain Chamfort、ミレーヌ・ファルメールMilène Farmerらが作詞や作曲で協力している。
アルバムのトラックリストは次の通り：

１．「Les torrents d’amour／愛の奔流」（先行してシングルカットされ８月にリリースされている）　２．「Tu m'tues Lulu／リュリュ、あなたは私をへとへとにさせる」　３．「Mes amis sont mes amours／私の友人は私の恋人」　４．「Une minute／１分間」　５．「Ｃｅ monde est　merveilleux／この世界は素晴らしい 」(ジョニー・アリディJohnny Hallydayとのデュオ、Louis Armstrongの「What a wonderful worlｄ」のフランス語ヴァージョン）　６．「Happy birthday la vie／人生、誕生日おめでとう」　７．「Dans ma tête／私の頭の中で」　８．「La mémoire dévêtue／むき出しの思い出」　９． 「J’en  veux  encore／私はまだ欲しい」　１０．「Je t'ai suivi, je te suivrai／わたしはあなたについて来た、これからもついて行く」　１１．「Un sourire／一つの微笑み」　１２．「J’écris cette lettre／私はこの手紙を書いている」　１３．「C'est pas l'heure／今はその時じゃない」( ミレーヌ・ファルメールMylène Farmerとのデュオ)
ルノーはこのアルバムにつき次のように語っている・・
アルバムのタイトルを「Rue Washington」としたのは、１７歳で私が初めてレコード会社と契約を結んだのはPathé社とで、パリ８区、Wasinｇton通り１４番地にあった。Loulouは１９５４年までそこで音楽担当のディレクターだった。今こうしてシャンソンに戻ってきて、デビューの契約を結んだ場所から２軒隣のWashinｇton通り１０番、Dominique Blanc-Francaedのスタジオで録音するなんて。Ｌｏｕlouが後ろにいて糸を引いているからかも知れない。偶然にしてはできすぎている。

１９７９年、カジノ　ド　パリでのレヴユー「Paris-Line」の後、歌うことを止めようと決心した。パリで、ラス　ヴェガスで本当に長いこと歌ったから。他の方向に進みたいと思った。俳優に。その後映画に、TVに、芝居にと多忙だったものだから、歌いたいという欲望は出てこなかった。それにずっとLouｌouと組んで歌っていたから、彼の死以降は、特に彼なしで歌に戻ろうとは思わなかった。歌うことにそれほど興味がなかった。

２年ほど前から、３０年来の私のアシスタントのHervé　Ｓａｕｚａｎｅｔが、私は歌うべきだと言い出した。昔からのファンは手紙で、若いファンはE-mailで私に歌うことを勧めてきた。芝居「Très Chère Mathilde/いとしいマティルダ」で全国を回った時、観客からはいつも「なぜ歌わないの？」と質問された。そこで私はＨｅｒｖéに言った。「歌うことはＯＫ！でも、自分の古い曲を歌う気にはならない。」そして新しい曲を探すなんて無理なことだろうと思っていたから、６ヶ月前にはアルバムを出すなんて考えても見なかった。ところが、そんな考えは甘かった。私のスタッフは私には内緒で、私がアルバムを出すかも知れないと、いろんな所に話して、曲探しを始めた。程なくしてカナダ出身の若者が作った「Une minute」と「Tu m’tues Lulu」、他の人のために曲を作ったことがないというMichel Delpechの「Les torrents d'amour」、Alain Chamfortの「Mes amis sont mes amours」がありますと言ってきた。それらのシャンソンを見た時、それが私によく似ていた。書いてくれた人は私自身よりも私のことをよく知ってくれているようだった。私の人生、私の経験、私の生きる喜び、私の前向きな姿勢を。それらの曲は宝石のようだった。詩、曲、リズム、すべてが素晴らしかった。そしてこれらの曲によって何かが生まれるのでは感じた。友情、愛、人生に対する讃歌が。

　今回のアルバムにつきWａｒｎｅｒ社と契約できた時、Johnny（Hallyday）が静養先のSaint-Barthélemyから電話で、「Ｗａｅｎｅｒは僕の会社でもあるからデュオで歌おう。」と言ってきた。彼はもう４０年も前から私を「marraine／名付け親」と呼んでくれている。彼が１７歳で最初にＴＶに出演したのは、当時３１歳の私が司会をしていた「L’école des vedettes／スター学校」。［ルノーはHallydayを「L’idole des jeunes／若者たちのアイドル」と紹介し、それがHallydayのニックネームになった］。この申し出はとても嬉しいこと。
Milène(Farmer)は以前からよく知っているし、私は彼女のファン。去年の彼女のStade de Franceでのコンサートにも行った。時々一緒に食事をしていし、彼女の家へも行く。私は彼女のイギリス風のユーモアが好き。ある時、彼女の方からデュオで歌おうと言ってくれた。私から言い出す勇気はない。彼女は本当に希有な女性だ。

ナントで「Très Chère Mathilde」を上演していた時、あるブラッスリーに入った。奥に４人の若者がいた。その中の一人が電話していたので、冗談に「J’écoute／［電話が掛かってきた時に］はい、何ですか」と言った。その若者が振り返った。クリストフ・マエChristophe Maéだった。私がアルバムを作っていることを知り、一曲書くと言ってくれた。そして素晴らしいスペイン風のワルツ「Dans ma tête」を書いてくれた。

Grand Corps Maladeは私が録音している隣のスタジオにいた。彼にひょっとして何か手持ちはないかと聞いたら、自分のためのものしかないと言うことだった。でも、翌日電話してきて、「J’écris cette lettre」を一晩で書き上げたと言ってきた。私は電話口でそれを読んでみてくれと頼んだ、彼には見えなかっただろうが、聞きながら涙が出てきた。もし私に書く才能があったら、正にこんな風に書いてみたい。特に「もし未来を語るとしたら、それは私にとってすべてこれからやらなければならないこと。」の一節が気に入っている。自分がスラムをできるなんて思っても見なかった。
　アルバムに収められている曲にノスタルジーはない。そうではなくて建設的なものだ。だからこれらの曲が気に入っている。幸せを、私が愛したものを、私がこれから愛するだろうものを歌っている。私はまだ将来やりたいことがある、新しい友人が、新しい思い出が欲しい。私はクリスマスを前にして、おとぎ話の主人公になったようだ。このアルバムは、今までの人生からの私への贈り物だ。Loulouもきっと喜んでくれるでしょう・・・
　「La mémoire dévêtue」はジャン＝ルー・ダバディーJean-Loup Dabadieの詩にジュリアン・クレールJulien Clercが曲を付けたもの。Clercは次のように語っている・・・我々は何か違ったものを作ろうとして、メロディーに乗せて語るような詩にした。詩をリズムに合わせて語ることが必要なんだが、彼女は優れた俳優だから、それを申し分なくやった。彼女はミュージックホールで歌っていた歌手として、きっちりしたテンポでも自由なテンポでも歌える訓練を十分受けているので素晴らしい出来だった・・。
　ルノーは２０１１年５月２４、２５日パリＯｌｙｍｐｉａに初出演の予定。「今までこの劇場に出る機会がなかった。ABCやEtoileに出演した後［この劇場に出ても良い頃には］はヨーロッパやアメリカでの公演が多かったから。きっと新人のように上がってしまうでしょうね。」

